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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第１四半期連結
累計期間

第61期
第１四半期連結

累計期間
第60期

会計期間
自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

自平成27年７月１日
至平成28年６月30日

売上高 （千円） 614,728 544,903 3,575,776

経常損失（△） (千円） △88,913 △40,902 △83,297

親会社株主に帰属する四半期（当
期）純損失（△）

(千円） △66,212 △10,019 △135,016

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △89,431 △19,794 △189,843

純資産額 （千円） 1,138,069 1,015,262 1,037,656

総資産額 （千円） 6,126,407 6,238,474 5,919,871

１株当たり四半期（当期）純損失
金額（△）

（円） △9.52 △1.44 △19.41

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 14.1 12.2 13.0

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四

半期（当期）純損失金額であるため記載しておりません。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高進行による企業業績へのマイナス影響懸念や個人消費の

一部に弱さが見られるものの、企業収益や雇用環境の改善が見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しました。世

界経済は、中国を始めとするアジア新興国等の景気下振れのリスクや、英国のＥＵ離脱問題等により、景気の先行

きは引き続き不透明な状況で推移しました。

このような状況のもと当社グループは、２年目を迎えた中期経営計画「新領域へのチャレンジ～新たなＫＩＴＡ

ＧＡＷＡの確立～」に基づき、３つの重点項目「真空プレス技術の新分野・新市場への拡大・浸透」「収益力強化

と価格競争力向上による強固な経営基盤の確立」「活力溢れる組織の実現」に積極的に取り組み、経営基盤の強化

を図るとともに、今後の大きな飛躍への土台造りとして、新領域へもチャレンジしております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高544百万円（前年同四半期比11.4％減）、営業損失8百万

円（前年同四半期は66百万円の損失）、経常損失40百万円（前年同四半期は88百万円の損失）、親会社株主に帰属

する四半期純損失10百万円（前年同四半期は66百万円の損失）となりました。

なお、当社グループは、主要製品が個別受注生産によるため、製品の納期・受注金額にバラツキがあり、大型案

件になるほど売上までに相当期間を要し、月単位での売上高が大きく変動するという特徴があります。

セグメントの業績は次のとおりであります。

イ．産業機械事業

主要製品のタブレット・スマートフォン端末関連企業向けプリント基板成形用プレス装置について、スマート

フォン市場での一部製品の成長鈍化傾向の影響が見受けられるなか、自動車部品製造・樹脂成形装置等について

営業を強化したことにより多様な受注の獲得につながり、受注は堅調に推移しております。しかしながら、当連

結会計年度に計画している大型案件の売上が第３四半期以降に集中しているため、売上高374百万円（前年同四

半期比27.3％減）、営業利益16百万円（前年同四半期は35百万円の損失）となりました。

ロ．建材機械事業

前年同四半期にはなかった国内向け合板プレス装置の大型案件を売上計上しましたが、当連結会計年度に計画

している大型案件の売上が第４四半期連結会計期間に集中しているため、売上高136百万円（前年同四半期比

261.7％増）、営業損失26百万円（前年同四半期は38百万円の損失）となりました。

ハ．その他

油圧機器の主要販売先への売上が一時的に減少したことと、内部売上の比率が増加したため、売上高34百万円

（前年同四半期比44.2％減）、営業利益１百万円（前年同四半期比83.5％減）となりました。

(2）財政状態の状況

（資 産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は6,238百万円となり、前連結会計年度末に比べて318百万円の増加となり

ました。これは主に、受取手形及び売掛金165百万円の減少、仕掛品470百万円の増加によるものであります。

（負 債）

負債合計は5,223百万円となり、前連結会計年度末に比べて340百万円の増加となりました。これは主に、支払手

形及び買掛金136百万円、流動負債のその他に含まれる前受金247百万円の増加によるものであります。

（純資産）

非支配株主持分を含めた純資産合計は1,015百万円となり、前連結会計年度末に比べて22百万円の減少となりま

した。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失10百万円によるものであります。
 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

な発生はありません。

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,959,600 6,959,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり、単
元株式数は100株であります。

計 6,959,600 6,959,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 6,959,600 － 1,250,830 － 1,256,565

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成28年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内 容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,700 －
権利内容に何ら限定のない、当社
における標準となる株式であり、
単元株式数は100株であります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,957,200 69,572 同     上

単元未満株式 普通株式 700 － －

発行済株式総数  6,959,600 － －

総株主の議決権 － 69,572 －
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②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合（％）

北川精機株式会社
広島県府中市鵜飼
町800－８

1,700 － 1,700 0.02

計 － 1,700 － 1,700 0.02

 

２【役員の状況】

   該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、仁智監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,470,617 1,392,407

受取手形及び売掛金 1,417,933 1,252,325

商品及び製品 2,050 6,981

仕掛品 426,870 897,713

原材料及び貯蔵品 153,638 153,863

その他 56,682 96,663

貸倒引当金 △7,535 △6,171

流動資産合計 3,520,257 3,793,784

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 476,678 466,579

土地 1,456,889 1,456,889

その他（純額） 229,205 295,418

有形固定資産合計 2,162,773 2,218,887

無形固定資産 14,013 13,061

投資その他の資産   

その他 268,616 243,860

貸倒引当金 △45,789 △31,119

投資その他の資産合計 222,826 212,741

固定資産合計 2,399,613 2,444,690

資産合計 5,919,871 6,238,474

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 934,754 1,071,154

短期借入金 2,439,717 2,459,898

未払法人税等 10,117 3,334

賞与引当金 28,448 64,013

役員賞与引当金 8,000 9,300

製品保証引当金 33,144 31,772

受注損失引当金 28 387

工場移転損失引当金 30,206 30,206

その他 604,247 820,554

流動負債合計 4,088,664 4,490,620

固定負債   

長期借入金 399,068 341,877

役員退職慰労引当金 42,233 34,524

退職給付に係る負債 326,546 330,463

その他 25,701 25,726

固定負債合計 793,550 732,591

負債合計 4,882,214 5,223,212

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

 7/14



 

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年６月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,250,830 1,250,830

資本剰余金 1,256,565 1,256,565

利益剰余金 △1,735,879 △1,745,898

自己株式 △1,094 △1,094

株主資本合計 770,421 760,401

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △5,050 △2,127

為替換算調整勘定 4,150 3,316

その他の包括利益累計額合計 △899 1,188

新株予約権 4,140 4,140

非支配株主持分 263,995 249,532

純資産合計 1,037,656 1,015,262

負債純資産合計 5,919,871 6,238,474
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 614,728 544,903

売上原価 520,566 399,997

売上総利益 94,162 144,905

販売費及び一般管理費 160,411 153,497

営業損失（△） △66,249 △8,591

営業外収益   

受取利息 161 72

受取配当金 513 251

固定資産売却益 7,654 －

作業くず売却益 175 1,033

試作品売却益 900 2,160

その他 1,253 260

営業外収益合計 10,659 3,777

営業外費用   

支払利息 17,370 12,690

遊休資産諸費用 7,536 2,682

為替差損 3,682 14,683

その他 4,734 6,031

営業外費用合計 33,324 36,087

経常損失（△） △88,913 △40,902

特別利益   

受取保険金 － 9,946

投資有価証券売却益 117 －

特別利益合計 117 9,946

税金等調整前四半期純損失（△） △88,796 △30,955

法人税等 △8,616 △9,073

四半期純損失（△） △80,179 △21,882

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △13,967 △11,863

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △66,212 △10,019
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成27年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △80,179 △21,882

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △7,443 2,922

為替換算調整勘定 △1,807 △834

その他の包括利益合計 △9,251 2,088

四半期包括利益 △89,431 △19,794

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △75,464 △7,931

非支配株主に係る四半期包括利益 △13,967 △11,863

 

EDINET提出書類

北川精機株式会社(E01713)

四半期報告書

10/14



【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。
 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間

(自 平成27年7月1日 至 平成27年9月30日)
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年7月1日 至 平成28年9月30日)

減価償却費 25,697 千円 17,957 千円

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成27年７月１日 至平成27年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 515,127 37,601 552,728 62,000 614,728 － 614,728

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － 6,037 6,037 △6,037 －

計 515,127 37,601 552,728 68,037 620,765 △6,037 614,728

セグメント利益又は損失(△) △35,218 △38,451 △73,669 8,673 △64,995 △1,253 △66,249

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成28年７月１日 至平成28年９月30日）

 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３ 産業機械事業 建材機械事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 374,314 136,003 510,317 34,585 544,903 － 544,903

セグメント間の内部売上高
又は振替高

24 － 24 12,410 12,434 △12,434 －

計 374,338 136,003 510,341 46,995 557,337 △12,434 544,903

セグメント利益又は損失(△) 16,360 △26,356 △9,996 1,427 △8,568 △22 △8,591

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、油圧機器等を含んでおりま

す。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、主にセグメント間取引の消去であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △9円52銭 △1円44銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）
（千円）

△66,212 △10,019

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損
失金額（△）（千円）

△66,212 △10,019

普通株式の期中平均株式数（千株） 6,957 6,957

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株
式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも
のの概要

－ －

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失金額であるため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月11日

北川精機株式会社

取締役会 御中

 

仁智監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山口 高志   印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 森永 良平   印

 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北川精機株式会

社の平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成

28年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北川精機株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上

 
 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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